
貧困削減再考 開発援助の視点から
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１．はじめに

は開発途上国にとって植民地

年代には経済成長によるトリ

時代からの課題であり，独立

クルダウン仮説が貧困克服へ

前

の

道を支配した。そ

政策に応用され，

疫病，社会的抑圧

南北問題は先進国

であった。多様化

際会議の場を通じ

年は途上国

れ以来，時代背景に沿って開

援助機関の開発戦略にも登用

をもたらす元凶と見られてい

と途上国間の相対的貧困を認

した途上国が今再び，成長に

て先進国と交渉に望む動きが

の開発支援を中心テーマとす

発経済論の諸説が途上国の開

された。貧困は飢餓，栄養不

た。東西冷戦構造下で始まっ

識した政治経済上の特別の課

よる貧困削減を願い，主要な

活発になってきた。

る様々な国際会議が開催され

発

良，

た

題

国

た。

主な会議として，

僚理事会（５月，

ア・バリ）， ８サ

発サミット（８―

一連の会議に影響

（ ）

開発資金国際会議（３月，メ

パリ），環境開発サミット最終

ミット（主要国首脳会議，６月

９月，南アフリカ・ヨハネスブ

を与えているのが， 年９

キシコ・モンテレー），

準備会合（５―６月，インド

，カナダ・カナナスキス），環境

ルグ）などが挙げられる。これ

月の国連総会で採択された

閣

ネシ

開

ら

「ミ
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レニアム開発目標（

起きた同時多発テロ事件を

ここに，主に 年代以

再考 開発援助の視点から（笠井

）

契機とするアメリカ政府の援

降の国際経済関係に主導的な

）

」と 年９月 日に

助戦略の見直しである。

情報発信を発揮してき

た 世界銀行，

中心に，開発援助の視点か

ついて再考してみたい。

２．貧困と

・開発援助委員会（ ），

ら 世紀最大の課題である途

は何か 幾つかの議論を振

国際連合などの動きを

上国の貧困削減戦略に

り返る

議論の経過

世界銀行は年次報告のほ

を 年から毎年刊行して

を精力的に整理している点

評価されている。貧困削減

なって，世銀の新戦略とし

テーマにしたのは， 年

かに，「世界開発報告

いる。毎年テーマを設定して

で開発分野のリーディングマ

（緩和
）
）は 年にロバート

て取り組んで以来の挑戦であ

である。 年代に入ると，

」

特集を組み，開発問題

テリアルの一つとして

・マクナマラが総裁に

る。最初に「貧困」を

新しい開発のパラダイ

ムを模索する時代に入った

した。

世銀（ ）は， 年の

得 ドルとして，約 億

ると推定。また，一人当り

６億 万人と見積もり，

。世銀は 年， 年にも

データを用い，世界の貧困

万人が該当し，これは途

年間 ドル以下を「極度の

これは途上国人口の ％を占

貧困をテーマに再検討

人口を一人当り年間所

上国人口の ％を占め

貧困」人口とすると，

める，とした。当時こ

れら貧困人口は 年には

上地域では逆に増えた。

力平価
）
換算１日 ドルを

口）は 年に約 億人と

人のうち，１日２ドル以下

（ ）

減少するであろうと予測した

年の報告「貧困への挑戦」

貧困ラインとして，それ以下

見積もられた。（表１参照）ま

で生活する者は 億人と見積

が，実際は，多くの途

では， 年時の購買

の人口（絶対的貧困人

た，全世界の人口 億

もられている。同報告
）



では，従来の貧困

眼が向けられてき

如，発言力と権限

立命館経済学（特別

認識に加え，「非所得貧困」

たことを明らかにした。即ち

の低さ，脆弱性（リスクある

号）

および「相対的貧困」の問題

，貧困の原因を所得と資産の

いはショックに対する能力のそ

に

欠

れ）

に要約し，さらに

成長に伴う所得分

できる機会の不平

の分野での行動を

１）機会の拡大

教育など）を

の行動と市場

，経済発展してもなお貧困削

配の変化，所得や資産の不平

等などを挙げている。そして

提唱している。

全体的な成長を促進する

構築することによって，貧困

以外での行動を組み合わせて

減率に差が生じる原因として

等，貧困層が発展において共

，それら原因に対して次の３

と同時に，貧困者の資産（土

者の経済機会を拡大し，市場

，貧困者が資産から得る収入

，

有

つ

地や

で

を

拡大する。

２）エンパワー

と同時に，貧

方の意思決定

社会的地位に

３）安全保障の

による強制移

メントの推進 貧困者に対し

困者のニーズに対する反応度

に対する貧困者の参入を促進

対する差別から派生する社会

強化 病気，経済ショック，

動，自然災害，暴力などに対

て国家機関の説明責任を強め

を高める。同時に政治過程と

し，性別，民族，人種，宗教

的障壁を排除する。

農産物収穫の減少，政府の政

する貧困者の脆弱性を減らす

る

地

，

策

と

同時に，彼ら

の援助の大部

るために，効

上記の行動実現に

係資本
）
の構築が必

一方，国連開発

に不利な事態が発生した際に

分を占めるのは，個人的ある

果的な安全ネットを確実に設

は，貧困者に合致した社会制

要と強調しているのが注目さ

計画（ ）も 年度か

対処する方法に援助を行う。

いは国家的混乱の衝撃を緩和

定することである。

度（制度・機構の一部）と社会

れる。（世界開発報告

ら「人間開発報告」を毎年刊

こ

す

関

）

行

し，テーマを設定

している。その理

ローチ
）
が貢献して

する。これには，

並みの生活水準を

（ ）

して特集し，世銀と違った人

論的背景にアマーティア・

いる。人間開発とは，人々の

長寿で健康な生活，教育を受

享受できること，の基本要素

間開発アプローチで議論を提

センの潜在能力（ ）ア

選択の拡大過程である，と定

け，知識を身に付けること，

が前提で，それら三要素を指

議

プ

義

人

標
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化した「人間開発指数

では，貧困を次の３つの視

所得の視点――所得水

再考 開発援助の視点から（笠井

」が考え出された。 年の

点から規定している。

準が特定の貧困ライン以下の

）

「貧困と人間開発」

場合

ベーシック・ニーズの

満たすために必要な

能力の視点――機能す

また，所得貧困と人間貧困

むために必要な選択の幅と

きができない，疎外，物質

国連社会開発サミット

視点――食糧も含めた人間の

物資が欠乏していること

べき何らかの基本的能力が欠

に分け，特に後者は我慢しう

機会が与えられていないこと

的手段の欠如という状態にあ

（ 年３月，コペンハーゲン）

必要最小限のニーズを

乏していること

るそこそこの生活を営

であり，短命，読み書

る。

の中心課題の一つは

「貧困の撲滅」であった。そ

解消年」と指定した。

開発援助委員会（ ）

は古くからの問題であるが

環境破壊などの新たな課題

資源へのアクセス，労働集約型

さ）であるべきで，諸政策の

の首脳宣言
）
を受けて，国連

は 年に貧困削減ガイドラ

，グローバル化の進展により

が生じている，と指摘して，

，マクロな経済安定性，平和的

構造改革を求めている。

は 年を「国際貧困

インを公表した。貧困

，疾病，犯罪，紛争，

成長は （生産

な政治社会，成長の公平

貧困の定義

絶対的貧困とは，人間と

ても，ほど遠い栄養不良，

の水準を脱却できない状態

視し，貧困ライン
）
を設定し

界開発報告 」）これによっ

しての条件に関するどのよう

非識字率，疾病，高い乳幼児

を意味し，相対的貧困とは，

て相対的に把握される貧困状

て，貧困層の人数の人口全

な妥当な定義に照らし

死亡率，短い平均寿命

社会階層間の格差を重

態，を意味する。（「世

体に対する割合―人数

比率指数―をもとめること

―を貧困ラインにまで引き

得移転の金額を測定するこ

「世界開発報告 」では

（ ）

ができ，さらに全て貧しい人

揚げることによって，貧困を

とができる。

，貧困とは最低の生活水準

の所得―貧困ギャップ

解消するのに必要な所

に達することができな



い状態と定義され

（家計所得）及び一

測値も，保健，平

立命館経済学（特別

た。世界の貧困層の大半にと

人当り支出は，生活水準の適

均寿命，識字状況，公共財ま

号）

って，自家生産を含む
）
家計収

切な尺度であるが，どちらの

たは共有財産へのアクセスな

入

計

ど

の福祉の側面を捕

く貧困の計測を，

で補完している。

最小限の栄養及び

加するコストを反

から見れば，年々

らず，貯蓄と借入

らえることはできない。そこ

栄養，平均寿命，５歳未満の

消費水準に基づく貧困ライン

他の基礎必需品の購入に必要

映した，国ごとのそれ以外の

の消費（自家生産物の消費を含

により家計が生活水準を一定

で同報告では，消費水準に基

幼児死亡率，就学率などの指

は，２つの部分からなる。即

な支出と，日常の社会生活に

支出である。消費と所得の関

む）は，所得の変動にもかか

に近く保ちうるかどうかを反

づ

標

ち，

参

係

わ

映

する。一般に，国

インーについての

貧困と不平

貧困と不平等は

の絶対的水準に関

的な生活水準に関

が豊かになるにつれて，許容

認識は変化する。

等
）

同じではない。貧困は社会の

するものであるのに対して，

するものである。

しうる消費の最低水準―貧困

ある部分―即ち貧困層―の生

不平等は社会全体を通じる相

ラ

活

対

新しい援助

（

開発フレームワー

３．援助戦略としての

フルームワークとしての「

）は，

ク（ ）を具現化する一環

貧困削減

」

イニシアティブ
）
と包括

として，ドナーと受入国側と

的

が

共同して貧困削減

もので， 年９

融資供与の

に基づき，

（ ）

に関する戦略を策定し，夫々

月の ・世界銀行合同開

ために作成要請されること

中期的な財政・資金手当で

の役割を明確にする資料とな

発委員会において，債務削減

が決定された。途上国政府

ある中期支出枠組み（

る

，

は

，３
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年）を作成する。 はま

）及び の

なる。 の基本理念は

再考 開発援助の視点から（笠井

た，世銀の国別支援戦略（

（

と共通で，次の５つ

）

）
）のベースと

途上国主導（オーナ

ーシップ）， 結果重視（目標

長期的視野。

ミレニアム開発目標

年代に行われた，サ

貧困の削減，保健・教育の

開発目標（

設定）， 包括的アプローチ

（
）
）

ミットや国連の一連の会議に

改善および環境保護に関する

）」が国連，

）
， パートナーシップ，

おける議論をもとに，

達成目標として「国際

経済協力開発機構

（
）
），国際通貨基金（

年９月の国連総会において

の支持を得てミレニアム開

目標１ 極度の貧困と飢餓

―一日１ドル未満で暮

の ％から ％に削

―飢餓に苦しむ人口比

），世界銀行によって策定

，それぞれの目標が拡充され

発目標（ ）として採択さ

の撲滅

らす人口比率を 年までに

減する）

率を半減する。

された。その後の

， カ国の国家元首

れた。

半減する。（ 年時点

目標２ 初等教育の完全普

― 年までに男女の

する。（教育は貧困と不

成長の基盤造りに貢献

目標３ ジェンダーの平等

―あらゆる教育段階で

等教育におけるジェン

及

差別なく同様に初等教育を完

平等の削減，人々の保健・健康

する）

，女性のエンパワーメントの

ジェンダー格差を排除する。

ダー間格差を解消し， 年まで

全に修了できるように

の改善および持続的経済

達成

（ 年までに初等／中

に全ての段階の教育にお

いて男女均等の機会を

目標４ 子供の死亡率削減

―５歳以下の子供の死

たりの死亡数， 年

（ ）

確保する）

亡率を３分の２削減する。（

人を 年には 人に削減する

５歳未満乳幼児 人あ

）



目標５ 妊産婦の

―妊産婦の死

の立会いを

立命館経済学（特別

健康の改善

亡率を４分の３削減する。（

実現する）

号）

出産の ％以上で医師または看護婦

目標６ エ

― 年まで

減少に転じ

目標７ 持続可能

―各国の政策

―飲料水への

―最低１億人

イズ，マラリアなどの疾病の

に エイズ，マラリア

る。

な環境作り

に持続可能な開発を組み入れ

アクセスがない人口の割合を

のスラム居住者の生活を顕著

蔓延防止

やその他の疾病の蔓延を阻止

，環境資源の破壊を阻止する

半減する。

に改善する。

し，

。

目標８ グローバ

―政府開発援

―市場へのア

―債務管理の

政府開発援

の「開発

ルな開発パートナーシップの

助を増額する。

クセスを拡大する。

持続可能性を強化する。

助（ ）増額への動き

協力報告書 」は，将来の

構築

援助の需要と供給について分析

を行っているが，

している
）
。

年３月にメ

ンテレー・コンセ

的で公平なグロー

達成し持続可能な

ーシップが必要。

ミレニアム開発目標の達成に

キシコ・モンテレーで開催さ

ンサス（合意）」が採択され

バルの経済システムを促進し

開発を促進する。それには先

開発には健全な経済政策や良

は の倍増が必要，と指

れた開発資金国際会議では

た。同コンセンサスでは，包

つつ貧困を撲滅し，経済成長

進国と途上国の新たなパート

い統治，民主主義，汚職の撲

摘

「モ

括

を

ナ

滅

など国内環境の整

基づく開かれた多

は開発に補

目標とし，具体的

（ ）

備が必要。海外直接投資は貧

角的貿易システムや貿易の自

完的な資金源となり，国民総

な努力を求める。対外債務で

困の撲滅につながる。ルール

由化，貿易障壁の削減も重要

生産（ ）の ％となるの

は持続可能な債務の借り入れ

に

。

を

が
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必要で，債務者と債権者は

台で議論された重要事項が

進国はこの会議前後から，

再考 開発援助の視点から（笠井

責任を分担すべきである，な

再確認された。このコンセン

ミレニアム開発目標などの国

）

どこれまでの各国際舞

サスに沿う形で，各先

際的な目標の達成に向

けた途上国向け の増

している。世銀も合意を実

方，このモンテレー・コン

っている。

このモンテレー会議に先

政府は，開発援助
）
を今後３

額と，援助政策を貧困削減に

行に移すための７つの行動計

センサスについては か

立ち，「貧困がテロの温床に

年間で ％（ 億ドルに相当

（開発のための新しい誓約

重点を置く方針を表明

画を提案している。他

ら強い疑問の声が上が

なりうる
）
」として米国

）増額させるという

）としてブッシュ政権

の方針を打ち上げ，その後

引き続き， 年６月の

カ諸国が 年にスタート

（ ）」を歓迎した上で

行動計画」を採択し，先の

）のうち，「 ％以上を

は約束されなかった
）
。

の会議でも確認している。

８サミット（カナダ・カナナ

させた「アフリカ開発のため

，アフリカ開発支援の基本指

開発資金国際会議で表明し

アフリカに配分する」を盛

スキス）では，アフリ

の新パートナーシップ

針となる「アフリカ

た援助増額分（新規

り込んだ。但し，総額

貧困は先進国にも根深い

は 世紀最大の課題といわ

４．結 び

社会問題として存在するが，

れる途上国の貧困削減である

本小論で取り扱ったの

。貧困とは多面的に捉

えるべきもので，階層，空

本小論では３つの情報発

貧困削減戦略がドナーの声

企業本位の金融，貿易，投

疲れを断ち切る動きが見ら

（ ）

間，時間などによってそのレ

信基地といいながら，主に世

を支配しがちであることを示

資のグローバリゼーションの

れると共に， 年代後半に

ベルが変化する。

界銀行が表現してきた

した。先進国・多国籍

元で，欧米諸国に援助

足並みの乱れた途上国



には再びバーゲニ

リカ統一機構（

障や経済面の協力

立命館経済学（特別

ングパワーが試される時代が

）に代わるアフリカ連合

を通じ地域統合を目指すこと

号）

やってきた。 年７月にア

（ ， カ国）が成立し，安全

になった。さらに，同年８月

フ

保

下

旬から９月上旬に

貧困削減戦略が

注意深く見ていく

注

）

（撲滅）は本

） 英語で

かけて「持続可能な開発に関

，これら国際舞台でどのよう

必要がある。

（削減），

ペーパーでは同じコンセプトと

（ ）。

する世界首脳会議」が開催され

に展開していくのか，今後と

（緩和），

して扱う。

夫々の国で一定の数品目の財か

た。

も

らな

るバスケッ

国通貨建て

算レートで

上国では例

や人間開発

頁）

） 同報告に

トを購入するのに夫々の国の通貨

のバスケット費用総額が同一にな

各国の名目 をドルに換算す

外なく大きくなり，先進国のそれ

報告で用いられる所得関係の単位

先立ち，参加型貧困アセスメント

に成果をまと

でどれ位かかるかを調査し，そ

るような換算レートを求め，こ

る。 で測った一人当り所得

は一般に小さくなる。世界開発

はこの による。（高木

（ ）を実施し，

めている。これは世銀が 年

の各

の換

は途

報告

，４

頃か

ら着手した

くのヒント

４）

絆，民族や

などを意味

）

）「世界では

述べている

の社会開発

家計調査による貧困アセスメント

を得ている。

が原語。家族構成員，同

職業上の環境が異なる個人を結び

する。

の考えについては本小論では

億人余が赤貧の状態にあり，

。また，宣言の中の公約８では，

目標を含むべき，と述べている。

（現在まで数十カ国を対象）か

胞，親しい友人，同業者を ぐ

つける関係（社会的ネットワー

省略する。

その殆どが日々飢餓状態にある

「構造調整計画」には貧困撲滅

ら多

強い

ク）

」と

など

） 幾つかの

入，その他

対的貧困層

しくは中位

より引

（ ）

途上国では，貧困層の把握のため

の社会指標を用いて「貧困ライン

と定義している。先進国の場合，

数の ％といった相対的基準を用

用）先進国でもアメリカの貧困人

に最低限必要な栄養摂取量，家

」を設定し，それ以下にある者

貧困ラインとして国民所得の平

いる。（ を絵所・

口は全人口の ％以上を占め，

族収

を絶

均も

山崎

飛び



貧困削減

ぬけて多い。

） 自家消費用農業生産

ことが難しい，いわゆ

再考 開発援助の視点から（笠井

や家庭内労働だけではなく，公式

る「インフォーマルセクター」で

）

の職業分類では捕らえる

の家計所得を含む。

） 不平等や所得格差を

平等の関係を示すクズ

るが，本小論では議論

） （

重債務貧困国を対象と

年のケルン・サミット

イニシアティブが

） 貧困削減成長ファシ

の支援活動に貧困削減

示す方法にローレンツ曲線やジニ

ネッツの逆 字仮説などが代表

しない。

）イニシアテ

した公的債権者間の合意による債

で対象国の拡大，債務救済額の増

合意された。対象は全ての

リティー（ ）は， の

と成長の開発目的をより十分に

係数，経済成長と所得不

的なものとして挙げられ

ィブとは，元は 年に

務救済計画であり，

加などを盛り込んだ拡大

対象国を含む カ国。

動向と連動して最貧国で

包含するために， が

年９月に従前の拡

定されたもので，対象

ドル以下の国）。支

置あり。利息は年率

なっていた （

） 経済成長は貧困削減

公正や分配，グッドガ

のため は経済成

幅広く対象とする包括

大構造ファシリティー（ ）

国は低所得国の カ国（ 年

援内容は 割当の最大 ％

％。この結果， は，これ

）に代替する

の必要条件であるが，十分条件で

バナンスや政府の透明性も貧困削

長をエンジンとしながら，各セ

的アプローチを基本とする。

を代替するものとして設

現在で一人当り が

までを融資する。例外措

まで の判断材料と

ことになった。

はなく，成長のパターン，

減に大いに関係する。そ

クター，構造的な問題も

（

の枠組み。

） 世界銀行東京事務所

） の新開発戦略

） 同報告書は， の

の ％から ％へ

億ドルから約 億ドル

る，と試算している。

） 年６月 日朝日

）は 年世銀が打ち出した ―

発行資料（ 年４月）による。

（ ）もその一つ。

対国民総所得（ ）比が

緩やかに上昇すれば，実績ベース

増加して 億ドルになり，

新聞朝刊。

年の間をにらんだ開発

年までに 年平均実績

の は 年の

年には は倍増す

） 年の米国の

これに対して日本は

） 世界銀行は， 年

も毎年 億ドル以上が

（ ）

実績は， 加盟国総額 億

億ドルで，ついに供与額第２位に

までに世界の貧困層を半減するた

必要と試算している。（ 年６

ドルのうち， 億ドル。

下がった。

めには，アフリカだけで

月 日朝日新聞朝刊）



立命館経済学（特別

表１．発展途上国の絶対的貧困
単位：百万人（カッコ

号）

人口（ ）
内は総人口に対する比率）

東アジ
中国
ヨーロ
ラ米・
中東・
南アジ
サハラ

（出典）
（注１）

ア（含中国） （ ）
を除く （ ）
ッパ・中央アジア （ ）
カリブ海 （ ）
北アフリカ （ ）
ア （ ）
以南アフリカ （ ）

計 （ ）

絶対的貧困とは１日 ドル（
得しか得ていない水準。この設定に

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）

年時の購買力平価）以下の所
は，一国内（例えば，都市と

（注２）

参考文献
１．世

２．世界

農村）の生活費の違いを認めていな
慢性的（ ）貧困の区別もない

年のデータは，１日１ドル未満
発指標 」（

界銀行（ ），

銀行（ ），
（翻訳版）「貧しい人々の声 私たち

いし，一時的（ ）と
。
で暮らす人の数で，「世界開

）による。

の声が聞こえますか？」
３．世界
４．絵所

５．西川

６．高木
７．中西

８．山崎

９．国際

銀行（ ），
秀紀・山崎幸治編（ ）「開発と貧
て―」アジア経済研究所
潤（ ）「人間のための経済学 開
店
保興（ ）「開発経済学の新展開」
徹（ ）「経済発展における貧困
３ 東アジア経済の構造」（青木書店
幸治（ ）「貧困解消政策― 年
展望」，国際開発学会「国際開発研究
協力総合研修所（ ）「貧困削減に

困―貧困の経済分析に向け

発と貧困を考える」岩波書

有 閣
」，「講座東アジア近現代史
）の第５章
代以降の経済研究の成果と
」第９巻第２号
関する基礎研究」

．

．「国
．

（ ）

（ ）

際開発ジャーナル」 年６月号及び７月号




